


＜ご紹介する9企業・団体について＞　

横須賀市にある国立研究開発法人で港湾・海岸・

空港の施設整備に関する研究を行っています。これ

ら施設に関する技術開発を行うと同時に、環境保全

に関する研究、地震、津波、高潮等の防災に関する

研究も行っています。国内唯一、世界唯一の実験設

備を用いた実験、全国の沿岸での波浪観測や地震

動観測、材料や維持管理、ロボット施工に関する研

究など広く世界に貢献で

きる研究開発を目指して

います。

当社は、前身の京浜外貿埠頭公団や横浜港埠頭公

社の時代より、50年以上にわたり、国際物流拠点

「横浜港」の管理運営という公共性の高い事業を

担っています。総合港湾である横浜港は、コンテナ

貨物をはじめ自動車や鋼材など様々な貨物を取り

扱っており、日本の物流の大動脈となっています。一

方で、昨今発展著しいアジア諸港に負けない“選ば

れる港”であり続けるた

め、国際競争力強化を図

るべく、横浜港の機能強

化等に積極的に取り組ん

でいます。

三菱重工グループは、時代に先駆けた新しい「ものづ

くり」に挑戦することで、世界の人々の暮らしを支える

様々な製品を提供し、社会の発展に貢献しています。

1891年設立の「横浜船渠」の流れをくむ横浜製作所で

は、海上自衛隊向け艦船を

はじめ、貨物船、客船、フェ

リー、物理探査船等の修

理、改造工事等を中心に事

業を展開しており、最先端

技術を駆使して安全かつ

快適な市民生活を送るた

めに必要なインフラ維持の

一翼を担っています。

貿易立国である我が国は、国民生活の安定や経済

の健全な発展のために、先進的で信頼性の高い物

流・人流のインフラ整備、貿易のネットワーク拠点

の整備を進める必要があります。

国土交通省関東地方整

備局では、我が国の国際

競争力を高めるために、

関東の港湾、海岸及び空

港の整備等を進めるとと

もに、安全で安心かつ豊

かでうるおいのある港づ

くりを目指しています。

港湾空港技術研究所

水産研究・教育機構は、『我が国唯一の水産に関す

る総合的な研究開発・教育機関』として、水産資源研

究所、水産技術研究所、開発調査センター、水産大

学校の4本を柱に全国各地の拠点で戦略的な研究

開発等に取り組んでいます。水産資源の評価・管理、

海洋環境変動、増養殖技術、水産物の利用、港湾や

船舶などの水産工学等、水産に関わるすべての分野

を網羅する研究開発及び

未来の水産業を担う人材

の育成を行っています。

水産研究・教育機構

当社は1896年、広島県呉市で水野組として創業し、

2021年4月に125周年を迎えました。海の土木から始

まり、陸の土木、建築へと事業を拡大してきました。

1961年のスエズ運河改修工事を皮切りに本格的に

海外進出し、現在ではシンガポールを拠点に多くの

大型プロジェクトを手がけています。当社のDNAであ

る進取の精神で、新技術、新分野に挑戦し、真のグ

ローバル・ゼネラルコント

ラクターとして未来を切り

拓きます。

五洋建設

三菱重工業

国土交通省関東地方整備局

横浜港埠頭

横浜八景島

【ゼネコン×海＝マリコン！！】当社はゼネコンの中でも

『マリコン』と呼ばれ、横浜で発祥以来、今年で創業

114年目を迎えます。大型港湾施設や空港、エネル

ギー施設といった海上土木工事や大型物流施設、福

祉施設、集合住宅等、人々の暮らしを支える建築を

得意とし、国内のビックプロジェクトだけでなく世界

の多くの国と地域でも活躍しています。風通しの良い

社風と、高い専門性を活

かし「人と技術で勝負」す

る会社です。

東亜建設工業

横浜八景島は1993年開業の総合レジャー施設「横

浜・八景島シーパラダイス」をはじめ、「マクセルアク

アパーク品川」、「仙台うみの杜水族館」、「上越市立

水族博物館うみがたり」など日本各地でエンターテイ

メント施設を運営しています。また2020年8月には、

日本の水族館事業者として初めて海外（台湾）に水

族館「Xpark」を開業いたしました。これからも当社

は、持続的な発展・飛躍の

ために新たな挑戦をし続

けます。

海と産業革新コンベンション

http://umi-con.com/

海洋分野におけるグリーン成長戦略への挑戦

コンテンツ シンポジウム｜企業・団体ブース｜
学生海洋ビジネスアイデアコンテスト

うみコン 2022ON LINE

詳しいプログラムは うみコン2022

国土交通省関東運輸局は、安全・安心・便利で環境に

やさしい交通の実現と観光による地域の活性化等に取

り組んでいる行政機関です。これらの取組みのうち海事

技術行政分野では技術系職員が船のエキスパートとし

て海難事故や海洋汚染を

未然に防ぐため、船舶の構

造や設備についての検査、

船舶の総トン数の公正・公

平な算定、国内に入港して

くる外国籍船舶に対する安

全・環境・船員資格に関す

る国際条約の適合性確認

検査を実施しています。

国土交通省関東運輸局

参 加 無 料

10:001.20 [thu] ～令和
4 年

参加には事前申し込みが必要となります。
後日アーカイブの公開がございます。




